
平成26年度 第５回  安渡地域復興協議会 

資料２ 旧県道の海側の並木の 

樹種について 



第3回（11/3）協議会のおさらい 

・昨年度のデザインノートでは、「海側に中高木の常緑樹を

配置し産業エリアとの目隠しとすること」としていた。 

常緑樹 

・年中、緑陰をつくる 

・産業エリアとの目隠し 

例：アカマツ 

落葉樹 

中高木 

低灌木 

・冬場の日当たりがよい 

・冬場は目隠しにならない 

例：コナラ 

・開放的な緑道 

・産業エリアが隠れなくなる 

例：サツキツツジ 

・開放的で明るい緑道 

・産業エリアが隠れなくなる 

例：ドウダンツツジ 

[樹種の分類] 



第3回（11/3）協議会のおさらい 

[Aグループの意見] 

中高木の常緑樹：アカマツ等 

[Bグループの意見] 

低灌木：ツツジ類 

[Cグループの意見] 

低灌木：ドウダンツツジ等 

・産業エリアの目隠し機能が重要。 

・維持管理のしやすい樹種がよい。 

・サクラと組み合わせて季節の移り変

わりを楽しみたい。 

・住民なりの維持管理を考えたい。 

・冬場の日当たりが重要。凍結対策。 

・県道からも桜並木が見えるとよい。 



今回案 

・春の白い花と秋の紅葉で、サクラとともに季節感の演出する。 

・サクラの眺めを遮らない低灌木をベースとし、日当たりの良い

遊歩道とする。 

ドウダンツツジを海際に並べて植える 

・遊歩道のところどころにコナラを植えて、夏の日陰をつくる。 

・ベンチとセットで配置して、休憩のできる箇所とする。 

・落葉するで、冬場の遊歩道の日当たりを確保できる。 

・中高木であるため、落葉しても産業エリアの見えの印象を抑え

ることができる。 

+ コナラを海側のところどころに植える 



樹種：ドウダンツツジ 

mari.cocolog-nifty.com shizenseikatsu.ocnk.net 

・低灌木 – 落葉樹 

・4月に白色の花 

・秋の紅葉 



樹種：コナラ 

okayamakajyu.com elekitel.jp 

・中高木 – 落葉樹 

・秋の紅葉 

・子どもが遊べるドングリ 

・安渡の植生にもみられる 

had0.big.ous.ac.jp 



整備イメージ 

交差点付近にコナラの 

休憩スペースを配置 

緑道の途中にもコナラの 
休憩スペースを配置 
ベンチも設置 

ドウダンツツジを並べる 



整備イメージ 



整備イメージ 

ドウダンツツジを 
産業エリアとの境界に配置 

印象的なサクラ並木 



整備イメージ 

交差点付近の広場を囲む
ようにコナラを配置 

遊歩道の途中に 
ベンチとコナラを配置 



整備イメージ 





参考資料 



第3回協議会のおさらい 

[Aグループの意見] 

○常緑樹がいい 

・ 桜は落葉するので、その他の樹種は常緑樹がいい。 

・常緑樹の方が目隠しになる。・落葉樹は落ち葉清掃が大変。 

○中高木がいい 

・ 植樹する場所が遊歩道より低いので、低灌木では低くなり

すぎる（目隠しの効果も低い）。 

○樹種について 

・ アカマツがいい。松茸が採れる。 

・ サザンカは手間がかかるのでダメ。トチカナメモチが手間

が少なくてよい。 



第3回協議会のおさらい 

[Bグループの意見] 

○低灌木がいい 

・中高木にしても目隠しにはならない。日当たりを良くして、

冬場の氷が溶けるようにする。 

・低木にしておくと、県道から旧県道沿いの桜並木が見え、

桜の安渡を印象づけることが出来る。 

○樹種について 

・樹種はツツジとして、花の咲くツツジやドウダンツツジ等

を混ぜてはどうか。 

・4月末に桜が咲き5月にツツジが咲く。 



第3回協議会のおさらい 

[Cグループの意見] 

○ドウダンツツジがよい 

・産業エリアの目隠しを重視するよりも、季節の移り変わり

を楽しめるような樹木がよい。 

・手入れがたいへんであるが、住民の維持管理方法を考えた

い。 


